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In the disaster prevention field. the idea of disaster rmtlgation which does not prevent disaster completely but

suppresses the influence of the generated disaster to the minimum is being circulated after a Robe earthquake,

By disaster mttlgation, the information system is considered to play an important role. Sharing of information is

required in order toperrorm effective dlSaSter meaSureSI The construction of the disaster prevention jnformation･

sharing platform which makes the infoTTnation system of each disaster prevention organs concerned cooperate is

proposed･ )n this paper, the disaster mltlgation information-sharing platform was defined as the framework for

aimlng at COOPeration of the information system ofa governmental agency or a public instittJtion.
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1.はじめに

阪神淡路大震災を契機に, lih災分野では災害を完全

に防止するのではなく,発生した災害の影響を最小限に

抑える｢減災｣という考えが広まってきている.減災に

おいては情報システムが重要な役'L:11を果たすと考える.

11火防災会議は,平成]4年に防災情報の共有化に関

する専門調査会を設置し.専門家による検討を重ねた結

果,平成15年3月に.防災帖軸システム整備の基本方

針を決定したt■.すべての災害対応は情紬に基づいて行

われることから.災害時の時間的･空間的空白を和め.

効果的な防災対策を行うために情報の共有化が不可欠で

ある.そこで.各防災関係機関の組織を横断的に情報シ
ステムを連携させる防災情報典有プラットフォーム{日

の構築が提言されている.内閣府ではこの方針に甚づい

て,省庁間の防災情報共有プラットフォームの構築を行

っている.
一方.中央防災会議の益本力■針に従い.災害対応の中

心である地方自治体に焦点を当て,災害時の情報の共47-

化を実現させる研究として.平成16叶7 Hより文部科

学省科学技術振興調整費･重要課題解決甲研究の3カ叶
の研究プロジェクトとして｢危機管理情報共有技術によ

る液災対策｣が開始された二㌧　本研究は. ‥i町村の災害

対).L二に資する情報共有を′定現するシステム連携と情報コ

ンテンツを流通.標準化させる減災帖報共有プラットフ

オームl∠､に関する研究開発を行う｣ので,省庁間aT)情

報jti]'71ロジェクトである防災情吉djt･j]フラノトフォー

ムと, Ifl-町村レベルOl)情報共有フr･ジェクトである減災

枯軸共有プロジェクトが連携する市により,市町村から

l土ほで情軸共有できる環境を構築する事が吋能となる.

災雀対),L二に賢する情報jt有をrf打するには,情軸共有

するシステム問で利mする焚増し,.i)イ言フーロトコ′レ(過信

規約) '1､とテ一夕構造の共有..か必要となる.また,

異なる信組共有システムとデータをやり放りするには,

共通の通イ言ブロトコ′レに準拠L.データをやり娘りする

手順や形式を定めた通信インターフェ一一スとしてのライ

ブラリ(プログラム)が必要となる.

これまで多くに仁=台体に情報システムか導入されてき

た.しかし,これまでの情報システムは災害了,側を行う

ものがほとんどであり,災害直後で0)有効な利用を考慮

したものは少ない.また,自治体に導入された防災情報

システムは,クライアント′.･/サーバ･システムやWeb

システム等の一極集中的なシステムが導入さかている.

しかし,災害時という劣悪なJT環境を考慮すると一極

で情報を管理する事は望ましくない.そこで本稿は,減

災情報共有プラットフォーム環境に参加する事がnJ能な

システムの]例として,一極集中的な環境ではなく,

様々なシステム群が自律分散的な環境で接続し協調する
串で情軸lt･有を〔1能とした自律_/,)散型械災情報共有シス

テムを提案する.
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図1　減災情報共有プラットフォームの枠組み
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連携を図るための枠組みと定義する･この枠組みは･プ
ラットフォームを構成する情報システムと.プラットフ

ォームで流通するコンテンツによって構成される(図
1).図1の中央にある減災情報共有データベースを中

心に.周りの関係機関が共有すべき情報(コンテンツ)

を減災情報共有プロトコルに準拠した手法で接続し,情

報のやり取りを行う.本稿では,図1の脚rT村の内部で

の情報共有f･法と,巾町村や防災関係機関等から減災情

報共有データベース-繋げる手法について検討し開発し
た.

行政機関･公共機関とは,災害対策基本法で規定する

指定行政機関や指定公共機関を意味している･また,対

象とするネットワークは.時個人情報の漏洩などのセキ
ュリティ-を考慮して.誰もが接続がすることが可能な

インターネットではなく行政のプロ-ドバンドや専用回

線によるロ-カルネットワークを想定している･地域作

民やマスコミ,またボランティアとの情報共有について

は,減災情報共有プラットフォームの範鳴からは除外し

ているが,県や市町村の情報共有システムのアプリケー

ションとして,ホームページや恵子メール等で災害情報

を外部へ自動的に配信する什机みについては,本稿で述
べる減災情報共有プラットフォームの対象範囲内として

いる.

3.情報システムでの情報共有化

同じ情報システム同十であれば,サーバーを連携させ

て情軸共有することは布易である.異なる情報システム

同十であっても, P2P環境では約束事を決める事により

連携させることができる.しかし,プラットフォームを

介した多くの異なる帖軸システムを連携させた帖糾共有
の検討はほとんどされていない.プラットフォームを介

した異なるシステムとの情紬共有は,異なるデータ構造

のデータを解釈し処#.する問題や,データスキーマの意

味の共有が難しいという問題がある.

そこで研究では.情報典有システムとしての約束事と

して,システムIul士の共通の言語を意味する減災情報共

有プロトコル(図2)を規定した.また.文幕が単なる

単語の集まりとしてではなく,文需全体で大きな意味を

持ったデータとして扱われる共通データスキーマを検討

した.さらに,情報典有システムの道具として,データ
ベースやライブラリ群を準備することで,プラットフォ

ームに参画できることが本研究の特徴である.

4.減災情報共有プロトコルの概要

滅災帖軸共有プロトコルは,減災帖雑共有プラットフ

ォームにアクセスする通信規約である.減災情軸共有プ
ロトコルは,業界標準のXMLでデータを表現し. Web

サービスで用いられるSOAPとデータ添仙こ用いられる

MIME等の標準的な7【ロトコルで構成されている.また,

データの換作にはXML形式のWFSを用いている.この

ように,標判りな技術で構成され,データ構造の軌的登
録機能を独自の拡張機能として加え.減災情報央有プロ
トコルを構成した.図2に液災情報共有プロトコルの電

文構造を示す.
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図2　減災情報共有プロトコルの電文構造

5.自律分散型減災情報共有システムの構築

減災情報共有プラットフォームの環境において,本稿

で述べる日律分散型情報共有システムの位置づけを示し

たのが図3である.災害対策実施機関である市町村にあ

る自律分散型情報共有システム(PFA)は,報告された

被災情報等を入力し, a)で述べる自律同期DLLによっ

て内部機関の他のPCと情報共有を行う.さらに.市田j

付と減災情報共有プラットフォームの橋渡しを目的とす

る自律分散酬青報共有システム(情報共有HUB)によ
って,減災情報共有プラットフォーム-情報をやり取り

することが可能となる.従って,情報共有HUBは滅災

情報共有プラットフォ-ム-参加したシステムであり,

このシステムを経由する事で情報共有が口J能となる,描

報共有HUBから減災情報共有プラットフォーム-の接

続には,減災帖報共有プロトコルを用いたデータの通信

手法とアダプタ通似こよるデータ通信手法を用彦した･
これらシステムを構築する事により,市町村内加の被災

情報等が,外部機関を/TITむ減災情報共有プラットフォー
ムに接続することが可能となる.

(1 )内部機関との情報共有手法

内部機関との情報共有には,ネットワークで繋がれた

】台以上のPCにGISを使った入ノ｣･分析･判断機能を

持たせ.集中的な処理を行わせる情報共有アプリケーシ
ョン(以下. PFA(Platform Application)と記す)J'を構築し

Hいた.入力･分析･判断の3種の役目をもったpCは,

それぞれ袖数台と接続することができ,情報の入力･表
示を同時にすることが∩†能である.例えば,異なる3つ

の部署にそれぞれ入力作業用のPCと分析作賀川のPC

を各1台(計6台) ,災害対策木部の判断用のPCとし

て全休で1台のPCを配置し,ネットワークに接続して

運用するなどして作業を分担し連携する卓が可能となる
pc間の情報共有には,時空間データベース(KIW卜)
ェンジンを実装したシステムである必要がある.本稿で
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風3　減災情報共有プラットフォームと自律分散型情報共有システムの関係

は,地理情報システムDiMSIS･-')をベースにPFAを開発

してシステムを構成した.畔字間データベースエンジン

は.外部データを記憶する際,史新弟分ファイル(画像

などの外部データファイルも含む)を出力することがで

きる.この更新弟分ファイルを他の時空間データベース
エンジンが読み込む事により,容易に情報の共有がnl能

となる.本稿では.この情報共有を自動化したツールを

作成し,自律同期DLLと呼ぶ卓にした.

a)自立同期DL Lの特徴

自律同期DLLは,外部機関との帖糾共有機能として

減災帖軸共有プラットフォーム利用ライブラリ機能を持
つ惜鮎共有HUB　と情雑共有ア7リケ-ション(PFA)

の　一部機能として動作し, ｢KJWl+の更新差分77イル

経由の情報交換｣を行う,

以下に本DLLで提供する自律LF,J]期の+-.な特徴を示す

(図4).
･リアルタイム性

自律同期の対象となる情報は,ポーリングによる

既視を子i･わずに即座に通知する.
･自律性

外pcが幸体的に他pCの史新内容を反映する.

取得済みの自律同期情報の管理を行い.取得漏れ

情報,最新情報を取得することができる.
･スケ-ラビリティ

自律同期-の参加.離脱に特定多数同報通信を行
い,ネットワーク環境に対する独立作を確保して

いる.

･帖報保護

保護すべき帖報を指定し,同期を抑止することが
できる.

図4　自律同期DLLの特徴

b)更新差分ファイル経由の情報同期

以下に,自律同期DLLの機能について述べる(乗り.

表1　日律同期DLLの機能

名称 丼Iwb�

動作開始.終了機能 冏ｴDﾄﾈ,ﾈ�ｯｨ峇頡几傀謁ﾘ/�ﾗ2�
い,動作の開始と停止を行う. 

自律同期の参加.舵 俾凛Y:�ｨ,ﾈ����騷9$X/�ﾗ8*Hｴ��

脱機能 僞ﾈ,X*�.定齷zY:�ｨ/�ﾗ8*I�ﾈ6ﾒ�
-ドの接続情報を通知.取得を 

行う. 

情報の通知.取得機 ��ﾈ6ﾘ�ｸ6�,h�饑�,ﾉ,ｩ&ﾒ韶i;�/��

能 俎8*(�饑�,ﾉ:�ｨ/�ﾗ8*Hｴ�Eﾈ,X*��

る.1度に複数のデ-タフアイ 

ルを通知.取得することがで 

き,また保護すべき情報を指定 

し,同期を抑止することができ 

る, 
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情報伺期機能 ��饑�,ﾈ靖;驟(.ｨ.(ﾜY�h�饑�,ﾈ6��
エツクを行い,他ノードが公開 

する情報を取得する織能であ 
る. 

上記のような機能を使用し,更新差分ファイルや画像
ファイルなどを通知･取得することにより. ｢更新差分

ファイル経由の情報交換｣を実現する.更新差分ファイ

ル経由の自律同期DLLを用いた情報同期を榊5で説明す

る.

図5　自律同期DLLによる更新差分ファイルの情報共有

(2)外部機関との情報共有手法

本稿では, ｢情報の処理機能1と｢情報の交換機能｣

を明確に分離し､情報の処理を行うアプリケーションを

PFA,情報の交換を行うアプリケーションを情報共有

HUBとした.

PFAは,報告を受けた被災情報等をG T S機能を持っ

たユーザインタフェースから登録し,画面上に登録情報

を衣示することに使う.

情報共有HUBは, a)で述べる減災情報共有プロトコ
ルを用いた外部機関との情報交換機能や, b)で述べる

アダプタ過信手法を用いた外部機関との情報交換機能を

有する.また,内部機関のネットワークに繋がったpc

に対して,更新差分ファイルを同期する機能(自律同期

DLL)を提供する.

外部機関との情報共有には情報共有HUBを用い,既

存のシステムとの接続を考慮した多様化と可搬十11三の確保

を考慮し.データ形式に依存しない添付ファイルを考庸
した減災情報共有プロトコルによる情報共有手法と,班

存システムのデータ形式変換機能を持ったアダプタ通信
手法を提案する.減災情報共有プロトコルは.業界標準
のXMLでデータを表現し, Webサービスで用いられる

soAPとデータ添付に用いられるMIME等の標準的なプ
ロトコルで構成されている.そこで,本プロトコルに準

拠した通信ライブラリとして減災情報共有プロトコル利

用ライブラリを作成し.本ライブラリを用いてデータ通

信を行った.アダプタ通信手法は,既存システムと本シ
ステム間を通信するインターフェースと.既存システム

のデータから本システムで用いるデータ形式に変換する

機能を持つ機能によりデータ通信を行う.
a)漉災情報共有プE)トコルを用いた情報共有

滅災情報共有プロトコルを用いた情報共有は,本プロ

トコルに準拠した過信ライブラリとして滅災情報共有プ
ロトコル利用ライブラリを開発し用いた.減災情報共有

プロトコル利用ライブラリは.以卜の機能から構成され

る.

･インターフェースプログラムの基本機能

サービスのリクエストを送信し,サービスのレス

ポンスを受信するUC (UserClient)機能.サービ

スのリクエストを受信し,サービスのレスポンス

を送信するUS (UserServer)機能.リクエスト電

文･レスポンス竜文を構成･分解する機能.

･インターフェースプログラムのデータベース機能

リクエスト･レスポンスの表記に用いる

WFS(Web Feature SeJVice) ･ GML(Geography Markup

Language)を解釈する機能.

図6　滅災情報共有プロトコル利用ライブラリの

基本機能の呼出し手順

減災情報典有プロトコル利用ライブラリを用いた通信

例を図6に′J叶.この例では,減災情報共有プラットフ

ォームの環境に参加した3機関の情報共有HUBをHUB_
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･各アダプタは､情輔共有HUBのデータベースと各データ形式の変換を行う.システムCの上う 

に､将来対応するシステムもアダプタを増やしていくことで対応できち. 
･各システムは､自らのシステムかi対応するデータ形式の喜売込､ー異存かi可能であれば情報の 

共有かi可能となLJ､システムの改帽の低減か期待できる○ 

図7　情報共有HUBのアダプタ

白守■司明DLL :傭翻椎棚キコプロづ写止-憎事附専h HUB, PFA偶1う｡

DiMSZS =除bt紺夢犠紬ゴ附た甜幸平稀l毒饗軌竹脚弔86,
1禦悪宍吉HUB. PEA IET軌

vuFS :榊棚方顎舞サービス.奄艦したつに朴=y I/.

hqS P: ;LdtHI舶鮎等毒二完:ト=y L/.

F-血FdLreTyF'B: )くMLスキーマを動静するためD HEP =mド-.

GdFoatJII;データ師音声もた伽VUFS =m F'.

GdFtBh恥=データ旨主義脚I MBP =軌ド'.

図8　自律同期DLLと滅災情報共有プロトコル利用ライブラリを用いた情報共有の接続実験

1,2,3と想定し.データサービスのリクエストとレスポ

ンスの手順を示す.まず, HUB-1はHUB-3に対してリ

クエストの内容となるXML電文を介成し.ライブラリ

を用いてリクエストを送信する. HUB-1からリクエスト

されたHUB-3は.返信用のXML電文を合成し.レスポ

ンスを返す.同様に, HUB-2はHU3-1に対してリクエ

ストを送信し, HUB･1はレスポンスを返すという手順を

繰り返す.

b)アダプタ通信手法による情報共有

情報共有HUBのアダプタ通信手法は,人出力するデ
ータを規klLないため.任意のデータ形式の入出力を行

わなければならない.これは.あらゆるデータ形式に対

応できるソフトウェアを作成しなければならないことを

意味する.実際には.自治体が導入している防災情報シ
ステムのデータを, CSV形式やxML形式で出力するこ

とが可能である事をふまえ,これらデータ形式に対応し
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たアダプタを作成した.また,これらデータ形式以外の

システムも考えられるため.情報共有HUBは.必要に

応じてデータ形式を処理するプログラムを　rアダフタ｣

として追加できるように拡張椎を考慮した設計とした.

具体的には,内部プログラムの構成を見直し.汎用性の

あるプログラムとしてまとめ.新しく処理するデータ形

式を処理する機能の開発が容易になるよう設計した.

以下にアダプタを利用したイメージを示し特徴を述べ
る(図7) .

･　各アダプタは.情報共有HUBのデータベースに格納

できるように,送られてくる各データ形式の変換を

行う,システムCのように,将来対応するシステム

もアダプタを増やしていくことで対応できる.

･各システムは,円らのシステムが対応するデータ形

式の読込･保存の機能を追加すれば.情報の共有が



可能となり.システムの改修負荷の低減が期待でき

る.

6.自律分散型滅災情報共有システムの接続実験

5帝で述べた情報共も一手法を川いて,接続確認実験を

行った.尖験の様子と結果を説明し,課題の分析を行う

事にする.

(1)　自律同期DLLと滅災情報共有プロトコル利用ラ

イブラリを用いた情報共有の接続実験

本接続実験は, PFAと情報共有HL旧の組み合わせと,減

災情報共有プロトコルの中心である減災情報共有データ
ベース(以降, D73　と記す)との間で,下記のの通信手

順を踏むことで情報交換が可能であることを確認するこ
とが臼的である.

接続実験のシステム構成とを以下に述べる(図8) _

上記システムを用いて,以卜のような情報交換を行っ

た.

stepl.入力用情報共有HUB⇒DB

入力用情報共有HUBから,これから情報共有されるデ
ータのXMLスキーマ(データの構造を記述した設計榊)

を減災情報典有プロトコル利用ライブラリを用いてDB
-送信しXMLスキーマの登録(NISP RcgistL.rFL･aturC

Typcを使用したXMLスキーマの登録)を行う.

step2.入力用PFA⇒入ノJ用情報共有HrB

市町村自治体に報告された災害情報(①で登録したデ

I

ーりれ期 タ)をPFAに登録する.登録されたデータはXMLとな

.自律同期DLLによって入力用情報共有HUBに登録さ

るー (自律同期])LLを使用した更新差分ファイルの同

step3.入力用情報共有HUB⇒T)B

入力用情報共有IIURは滅災情報共有プロトコル利用

ライブラリを用いてXMLデータをT)73に送信し.データ

の追加を行う. (WFSのTransactionであるInsertを使

用したデータの追加)

step4. DB⇒表示用情報共有HUB

表示用情報共有HL'Bは定期的に新しいデータが火て
いないか確認を行い,新しいデータがある場合には自律

同期　DLL　を用いてデータを取得する. (WFS　の

Transaction　である　GL･tFcaturLt　を使用したデータの検

索,WISP GctFeaturcRcsponsL･を利用した検索データの

取得と追加)

step5.表示用PFA⇒表示用情報共有HLlL3

表示用情報共有HL旧に届いたデータは,自律同期1)LL

を川いて即座に表示用　pFA　に登録される. (自律同期

I)LLを使用した更新差分ファイルの同期)

以上, steplからstep5までの処理を行う市で,入力

m Pt=Aで入力されたデータは.情報共有IIUBとT)Bを蛙

由することにより表示用PFAに渡り,災害情報の交換が

可能であることを確認した.本接続実験を通じて.以下
の課題が明らかとなった.

pFAのDBに対する通信接続の課題:

自治体職員がPFAを使用している最中に, DBから巌

新のデータを取得する必要があることが想定される.

現状, PFAがDBから情報を馴寺する場合は.情報共

有HUBがトリガーとなり,情報共有HUBで追加された

データを自律同期DLしの同期機能を用いて取得する構

成となっている.そのため, PF八が自発的にT)Bから

データを取得するためには,情報共有IIUBに対してど

のデータをT)Bから取得するかを指令する機能が必要

であり,今後開発していく必要がある.

減災情報共有プロトコルのデ-タ形式における課題:

減災情報共有プラットフォームに接続する既存のシス
テムは,減災情報共有プロトコルにのせて送る‡MLデー

タ形式にコンバートすることが必要である.また.減災

情報共有プロトコル利用ライブラリを使用するためにシ
ステムを改修する必要がある.このシステムの改修とデ
ータ形式の変換機能の追加は.技術的には難しくはない

と7･想される.既に稼働し,運用されているシステムで

情報の交換を考えた場合に課題になるのは.システムの
改修には少なからず費用が発生することl個人データの

管理上の問題からシステムのデータを共有できないケー
スが考えられる.また,もっとも高い-一ドルとなる可

能性があるのは.共有するXMLデータの設計Lx]である

共通のXMLスキ-マが世の中にlHJl回っていないことで

ある.そこで.多様な機関を集めたコンソーシアムのよ

うな場を設けて議論を重ね,策定する必要があるかと考

える.

(2)アダプタ通信手法を用いた什報共有の接続実験
本接続実験は, (l)の接続実験で明らかとなった
r減災情報共有プロトコルのデータ形式における課嬉｣

に対する解決手法を用いた実験である.

接続実験には,災害情報の入力･発信システムとして
(独)消防研究所の協力のもとで開発している情報収集
タブレット　PC　を用いた.消防研究所で開発しているシ

ステムは.災害情報を収集し.応急対応や住民の防災対

応支援など,さまざまな防災活動を支援する機能をもつ.
このシステムは,独白のデータ形式でデータを登録され

ているため,アダプタ通信手法を用いる串にした.デー

タはいったんCSV形式に書き換えられ.アダプタ通信

手法により帖報共有HUBに送られ情報共有することに

なる.本接続実験における消防研究所のシステムの位置
づけは, l対1で示した防災関係機関に該当する.防災関

係機関から減災情報共有プラットフォーム経由で市町村
のシステムに情報が送られる過程を想定し実験を行った.

今tdは,接続の試験である性格卜,消防研究所のシステ
ムから情報共有HUB -情報を送信した.自律分散型滅

災情報共有システムの構成は,一部修正があるものの,

同　一のシステムを使用した(図9) .

上記システムを用いて.以下のような情報共有を1iっ

た.
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図9　アダプタ通信手法を用いた情報共有の接続実験

sLepl.消防研究所のシステム⇒情報共有HUB

消防研究所のタブレットPCからは,被災地で収

集した火災情報を入力する.入力されたデータはいっ
たんCSV形式に変換され,アダプタ通信手法によって情

報共有肌'Bに送信される.

step2.情報共有HUB⇒PFA(情報共有アプリケーション)

情報共有HUf=i,受信したCSlrデータを内部のデータ

形式であるKTWT十に変換し登録すると,更新差/I)ファイ
ルを出力する.出力された更新差分ファイルは,自律同

期r)LT_によって即座にPFA(帖報共有アプリケーション)

に送信されGIS画面に火災情報を表示する.

本実験により,アダプタ通信手法を用いて情搬共有す

ることが容易である事を確認した.本接続実験を通じて

以卜の課題が明らかとなった.

情報典有HLBが対象とする情報システムは様々であり

世の中に存在するすべての情報システムと言える.それ

らすべてについて情報の交換を行い,確認を行うことは

難しいが,接続実験を繰り返し内容をフィードバックす

ることにより,汎用性を広げることができる.今後.棉

報共有HLBの接続実験を繰り返し,汎用牡のあるシステ
ムとして什上げていく必要がある.

7.おわりに

本稿は,減災情報共有プラットフォームを,災害対

応･滅災のための行政機関や公共機関の情報システムの

連携を図るための枠組みと定義し.減災情報共有プラッ
トフォームを構成する為に必要とされる減災情報共有プ
ロトコルの利点と課題.減災情報共有プロトコル利用ラ

イブラリを使ってプラットフォーム-の参加実験とその

評価,さらに自律分散型減災情報共有システムのプラッ
トフォーム-の接続実験と評価を行った.また.提案し

たシステムには,内部機関･外部機関との情報共有手法

があり,接続実験を行う事により,それら提案手法の利

点と課額を明らかにした.その結果, xMLを使った減

災情報共有プロトコ/レは有効なf･法であるが.校された

課題として,自治体の防災情報共有システムのデータ形

式がxMLでない事や,典通のXMLスキーマがないこ

とが上げられる.しかし,日常の業務処理に利用されて

いるアプリケーションがXMLに対応してきている状況

から考えると,今後構築される防災情報システムが

XMLに準拠したシステムとなり,ハードルが下がると

考えられる. XMLを使った情報共有(減災情報共有プ
ラットフォーム)に車るまでの過渡的な情報共有手法と

して,本稿はアダプタ通信手法を提案した.現状ではシ
ステムを改良する手間が少ない点で有効であるが.個々

のシステムにあわせてアダプタを作成するため,接続実

験を繰り返し汎用性のあるシステムとして仕卜げていく

必要があることがわかった.
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輔注

目)防災情報共有プラットフォームは.内閣肘が,省庁間

の防災対策を行うための情報の共有を行う場としてプ

ラットフォームの構築を臼指している.

(2)搬災情報共有フラットフォームは.文科省のプロジェ

クトとして,市町村や県レベル,防災関係稚関レベル

での情報共有を行う場としてのプラットフォームの構

築を示している.

(:り　通信プロトコルは,ネットワークを介してコンピュー

タIr･l i･が通L1-を行なう上で.相互に決められた#'tJ東部

V)集分.通信手順･通信規約などと呼ばれること1,あ

る.

(｣･減災情報典有プロトコルは.減災情報共有プラットフ

ォームで用いる共通の過信プロトコルとして, (独)

防災科学技術研究所と(独)産菜技術総合研究所が共
同で第位したものである.
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